
53

第７章 史跡の保存管理

第１節 方向性

・史跡の本質的価値を後世へ確実に継承していくために、適切な保存を図る。

・地区区分を行い、地区ごとに設定した保存管理の方法や、現状変更取扱い基準に基づく保存管理を行

う。

・今後も各種調査研究を継続的に進め、本史跡の歴史や価値を更に明らかにする。

・寺域と想定される範囲に加え、今後史跡周辺において本史跡に関連する遺構が検出された場合には、

適宜追加指定と公有化を行う。

第２節 保存管理の方法

（１）地区区分

本史跡の保存管理や現状変更を適切に行うため、本計画の対象範囲について、指定地内の空間構成や

構成要素の分布状況等に基づき以下の４区に区分した。

第 14 表 地区区分とその特質

地区 定義

Ａ区

史跡指定地内のうち市道とＢ区を

除く寺域の範囲であり、金堂跡、塔

跡、土塁状・溝状遺構、窯跡等の本

質的価値が所在する。現況は、大半

が草地となっており、一部に高木や

電柱等が残る。

Ｂ区

史跡指定地内のうち令和３年度に

公有化した範囲であり、全域が寺域

内に含まれる。現況は、墓地と草地

になっている。

Ｃ区

史跡指定地内のうち市道の範囲で

ある。現在も生活道路として地域住

民に使用されており、一部は、寺域

内に含まれる。

Ｄ区

史跡指定地内のうち市道と寺域の

範囲外であり、現況は、大半が草地

となっている。一部に市営住宅、電

柱、ブロック塀等が残る。

第 28 図 地区区分
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（２）保存管理の方法

史跡の保存とは、史跡内に所在する個々の本質的価値を損なうことなく、後世へ適切に維持・継承し

ていくことである。史跡の管理とは、史跡を確実に保存していくことを目的として、土地の公有化、保

存施設（標識・説明板・境界標等）の設置、日常の維持管理、き損した状態からの復旧等を行っていく

ことである。

前項で設定した地区区分や、第５章で整理した史跡の現状と課題に基づき、史跡の保存管理に関する

地区別の方法を以下に示す。

■Ａ区

・遺構面の完全な保全を図るため、地表面に保護盛土を行い適切な保護を行う。

・地表面に遺存する塔跡基壇や礎石は、き損等が生じないよう適切な保護を行う。

・市指定天然記念物である中山路のイチョウの保全を図る。その他の高木は、伐採を行う。

・敷地境界構造物や電柱等、史跡に関係のない要素については、関係者と協議のうえ撤去を行う。

・祠は、中山路のイチョウの指定申請書の由来にもなっているとおり、採乳の神としてあがめる風習

が地域住民にあるため、その特徴や位置付けを現地で明示したうえで、中山路のイチョウと一体的

な維持管理を行い、必要に応じて地元住民の協力を得る。

・塔跡付近に設置されている史跡名称碑を史跡の入口付近へ移設する。

■Ｂ区

・高木の伐採を進めていく。

■Ｃ区

・市道は、地域住民の旧県道と県道 12 号を結ぶ生活道路として使用されているため、当面は市道とし

ての道路機能を維持するが、車両は、通行不可とする。なお、舗装面は史跡としての景観に配慮し

た舗装材に変更する。将来的に現市道の代替用地の確保等、指定地外への付替に向けた条件が整い

次第、指定地内の市道の廃道を行う。

■Ｄ区

・指定地内に残る市営住宅１棟は、居住者の退去後に解体を行う。

・現在、史跡名称碑は、指定地中央部の塔跡付近に設置されている。史跡名称碑は、史跡に指定され

ていることを現地で明示する重要な標識であるため、史跡の入口付近に移設する。

・老朽化している既設の説明板を撤去し、案内板の機能も併せ持つ説明板を、史跡の入口付近に設置

する。説明板は、指定に係る基本的事項のほか、諸施設の位置や整備事業の紹介等も記載し、写真

やイラスト、地図等も併用することで、来訪者が史跡の価値や指定範囲、整備の経過等を理解でき

るような分かりやすい表記の工夫を行う。また、訪日客に向けた多言語対応も行う。

説明板

（三重県四日市市・久留倍官衙遺跡）

案内板

（宮城県仙台市・陸奥国分寺跡）

説明板

（奈良県田原本町・唐古・鍵遺跡）
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・敷地境界構造物や電柱等、史跡に関係のない要素については、関係者と協議のうえ撤去を行う。

・市営住宅は、空き家になり次第、撤去を行う。

■共通

・き損箇所の有無を把握するために行政による定期的な見回りを行うとともに、地域住民やボランテ

ィア等の協力を得ながら除草や清掃等を行うことで、史跡の維持管理を進めていく。

・遺構の破壊をはじめ指定地内にき損が認められた場合には、第 15 表「地区別現状変更の取扱い基

準に基づき、原状復旧を行う。

・出土遺物の適切な保存管理を行う。

・史跡指定範囲を現地で明示するために、主要な地点に境界標を設置する。また、境界標と併せ、修

景を兼ねた指定範囲の明示方法を検討する。

・指定地内の埋設管は、保存活用に必要でない場合、撤去を行う。

・指定地内に車両が不法駐車されることのないよう、進入防止策を図る。

・指定地内にゴミの不法投棄や、目的外利用が行われることのないよう、定期的な点検を実施すると

ともに、周知に努める。

≪史跡名勝天然記念物標識等設置基準規則に基づく事項≫

法第百十五条第一項の規定により設置すべき説明板には、次に掲げる事項を平易な表現を用いて記載

するものとする。

一 特別史跡若しくは史跡、特別名勝若しくは名勝又は特別天然記念物若しくは天然記念物の別及び

名称

二 指定又は仮指定の年月日

三 指定又は仮指定の理由

四 説明事項

五 保存上注意すべき事項

六 その他参考となるべき事項

前項の説明板には、指定又は仮指定に係る地域を示す図面を掲げるものとする。但し、地域の定がな

い場合その他特に地域を示す必要のない場合は、この限りでない。

境界標

（石川県七尾市・能登国分寺跡附

建物群跡）

車止め

（長野県松本市・松本城）
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第３節 現状変更の取扱い基準

（１）基本的な考え方

現状変更行為とは、史跡に物理的または作為的な変更を加える行為や、史跡の保存に影響を及ぼす行

為を指す。現状変更を行う場合には、文化庁長官への許可申請が必要である。ただし、重大な現状変更

や保存に重大な影響を及ぼす行為以外のものは、美馬市教育委員会が許可することができる。なお、き

損等の拡大防止や災害に伴う応急措置を行う場合、史跡への影響が軽微な行為は、許可が不要である。

①文化庁への許可申請が必要な行為

＝史跡に物理的または作為的な変更を加える行為、史跡の保存に影響を及ぼす行為

②美馬市教育委員会による許可が可能な行為

＝重大な現状変更や保存に重大な影響を及ぼす行為以外の行為

②許可が不要な行為

＝き損等の拡大防止や災害に伴う応急措置や、史跡への影響が軽微な行為

≪行為の内容≫

・土地の形状変更を伴う行為等、②に記載した項目以外の行為

≪本史跡で想定される事例≫

発掘調査、地形造成、植栽、除根 等

≪行為の内容≫

・2年以内の期間限定で設置される小規模建築物の新築・改築・増築

・建築または設置から 50 年以内の建築物等の除却

・土地の掘削、盛土、切土その他土地の形状の変更を伴わない工作物の設置・改修および道路の舗装・

修繕

・史跡の管理に必要な施設の設置・改修

・電柱、電線、ガス管、水管、下水道管その他これらに類する工作物の設置・改修

・木竹の伐採

・史跡の保存のため必要な試験材料の採取

・上記のほか、史跡の管理のための計画を定めた都道府県または市の教育委員会が申出をし、現状変更

等の態様、頻度その他の状況を勘案して文化庁長官が指定する区域における現状変更等

≪本史跡で想定される事例≫

市営住宅の撤去、電柱の撤去、埋設物の撤去、ブロック塀の撤去、車止めの撤去・新設、擁壁の撤去、敷地境界構造

物の撤去、樹木の伐採、排水施設の新設・改修、市道の修繕・撤去、解説板・説明板の新設 等

≪行為の内容≫

維持の措置

・史跡がき損している場合の原状復旧、き損の拡大防止の応急措置、原状復旧が不可能な場合の除去

災害に伴う応急措置

・災害発生時の状況に応じて行われる応急措置

維持管理

・芝刈りや除草等、日常の維持管理に伴う行為

≪本史跡で想定される事例≫

除草、芝刈、き損箇所の復旧 等



57

（２）地区別現状変更の取扱い基準

各地区における現状変更の取扱い基準を第 15表に記載する。

第 15 表 地区別現状変更の取扱い基準

項目 Ａ区 Ｂ区 Ｃ区 Ｄ区

原則
史跡の保存活用を目的とした整備を除き、原則として現状変更は認めない。現状変更を行う場合には、関

係機関との十分な事前協議を行う必要がある。

地形改変
史跡の保存活用を目的とした地形改変のみ許可する。地下遺構に影響が及ぶことのないよう十分留意し、

盛土を基本とする。

建
築
物

新築

改修

新築は原則として認めない。 新築は、原則として認めな

い。祠の改修等が必要となった場合

には、地下遺構や史跡としての景

観に影響がなく、必要最小限の範

囲・規模である場合にのみ認め

る。

－ －

増築 原則として認めない。 － － 原則として認めない。

撤去
地下遺構への影響がないことを

確認したうえで認める。
－ －

地下遺構への影響がないこ

とを確認したうえで認める。

工
作
物

新設
史跡の保存活用を目的としたものや公益に関わるものを除き、原則として新設は、認めない。工作物は地

下遺構への影響がなく、必要最小限の範囲・規模で、史跡としての景観に適したものとする。

撤去 工作物の撤去は認める。ただし、地下遺構への影響が最小限となるよう十分留意するものとする。

改修
史跡の保存活用上または公益上必要な工作物の改修は、認める。ただし、史跡としての景観に適したもの

とする。

埋

設

物

新設
埋設物の新設は、原則として認めない。ただし、指定地内の雨水排水に必要な排水施設や、整備後の植栽

管理に必要な水道管については、地下遺構への影響がない場合のみ認める。

改修
上水道管が史跡の保存活用上必要となった場合、改修は認める。ただし、地下遺構に影響が及ぶことのな

いよう十分留意するものとする。

撤去 埋設物の撤去は、認める。ただし、地下遺構に影響が及ぶことのないよう十分留意するものとする。

市

道

改修 － －

地下遺構や史跡とし

ての景観に影響がな

いことを確認したう

えで、廃道までの間の

市道の改修は認める。

－

撤去 － －

地下遺構や水道管に

影響がないことを確

認したうえで認める。

－

木

竹

植栽

地下遺構へ樹根による影響が及ぶことのないよう十分な盛土を行ったう

えで、遺構の位置・規模・形態等の表現に関わる低木植栽や地被植栽のみ

認める。

地下遺構の状況を確認した

うえで、必要最小限の範囲に

おいて、緑陰配置や指定地境

界明示のための植栽は、認め

る。

伐採

除根

地下遺構や史跡としての景観に影響を及ぼす木竹の伐採等は、認める。ただし、除根は、地下遺構へ影響

がないことが確認される場合のみ認める。

発掘調査 史跡の保存活用に関する発掘調査は、認める。なお、調査にあたり地下遺構等の保存に十分留意する。

備考
史跡整備等において重機等の使用が必要になる場合、地下遺構への影響がないと判断される場合でも、敷

鉄板の設置等によって地表面への影響がないよう十分留意するものとする。
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第４節 追加指定と公有化の方針

郡里廃寺跡の寺域の殆どは、指定地内に含まれているが、寺域が広がると考えられる南東部や南部の

一部は指定地外となっている。今後、発掘調査によって寺域の東限や南限を画する施設や、郡里廃寺跡

と関連する遺構等が確認された場合には、土地所有者等の理解と協力を得たうえで、該当範囲の追加指

定を行うとともに公有化を目指す。

また、将来的に指定地内の市道を指定地外へ付替るための代替地、史跡の効果的な公開・活用や周辺

環境の保全を図るために必要な用地を確保することを目的として、史跡指定地周辺の土地の公有化を必

要に応じて検討し、計画的に進めていく。

本史跡の東側では、須恵器が多く出土した場所や条里地割の存在が確認されており、郡里廃寺跡に関

係する豪族の居館や郡衙の存在が推定される。豪族居館跡や郡衙跡を示す明確な遺構等は確認されてい

ないが、郡里廃寺跡を含む周知の埋蔵文化財包蔵地内の東側では、今後の調査によって郡里廃寺跡と関

連する遺跡が明らかになる可能性がある。史跡周辺の関連遺跡も含め、郡里廃寺跡の本質的価値を更に

高めていくためにも、豪族居館や郡衙の存在が推定される史跡周辺の継続的な調査を進めていく必要が

ある。そして、史跡に関連する遺構が確認された場合には、追加指定を目指す。

第 29 図 史跡周辺に位置する周知の埋蔵文化財包蔵地


